
 

 

 

 

 

   アルミニウムの極点測定 
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概要 

 材料の異方性評価として、極点測定が利用されている。本資料では測定、解析の概要を把握する 

   事を目的に解説を行う。 

 

測定 

   ＸＲＤによる測定では、通常、受光モノクロメータを用いないで測定が行われる。 

極点測定では、回折線の正味積分強度を測定するため、回折ピーク周辺のバックグランド強度測定も 

行う。又、試料を煽って測定する光学系に起因するｄｅｆｏｃｕｓも補正を行うため、無配向試料による 

ｄｅｆｏｃｕｓ測定も行われる。 

 

データ処理 

   回折積分強度からバックグランド強度を差し引き、正味積分強度を求め、 

   光学系補正のｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

   積分強度の平均値が１．０になるような規格化を行う。 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ測定 

   被検試料と同一の材料で無配向試料を測定し、バックグランドを削除して、β方向の平均値を 

   α方向にプロットした曲線を得る。 

   本来、無配向試料であれば、β方向は一定であるので、β方向 360度の範囲を必要としない。 

    

試料測定 

 

 

 赤：random試料、緑はH材料、青は O材料 

 ｒａｎｄｏｍ試料に比べ、Ｈ材は、｛２００｝、Ｏ材は｛２２０｝に配向している事が分かる。 

 

Al(200) 

Al(220) 

Al(111) 



逆極点図で配向度合いを比較 

 連続測定データをピーク毎の分割データとしてピーク強度、積分強度を算出してｒａｎｄｏｍ試料との 

   比率を計算する。連続データの分割化は、ProfiletoDivisionProfileソフトウエアで行い、 

分割化したデータの Random試料との比較を InverseAllソフトウエアで行う。 

  Random材料との比較     材料はアルミニウム  random材料指定 

  

 比較する材料を指定     計算 

 

 計算結果を表示 

  

 

ステレオ三角形で表示 

 

極点図測定ファイル 

 ファイル名の先頭は、指数を指定 

 ホルダー、ファイル名にスペースは使用しない。 



ｄｅｆｏｃｕｓ測定データ 

  

 Schulzの反射法の場合、α角度は 15度から 90度、βは 0度から 360度（0度から 90度でも可）   

  測定データ評価として、バックグランド測定が適正に測定されているか評価する。 

 

  

 β方向の平均値をα方向にプロットしています。 

    α毎に、β方向の最大値が青、平均値が緑、最小値が赤、BG1が紫、BG2が黄色、水色は BG最適値 

  

 受光スリット７ｍｍでも試料を最大に煽ったα=15度では、ピークが広がりバックグランドに 

    影響している事が分かります。 

 バックランド除去は、水色のバックグランド最適値で削除される。 

 

 



同じように｛２００｝、｛２２０｝も同様な処理を行う。 

  

   

  

 バックグランド測定い２θ確度は、ピーク角度の±３度の測定を行う。 

    又、バックグランドの変動を抑える為に、積分測定時間はピーク測定時間より長く測定する。 

  

 バックグランドを削除した極点図（TXT2） 

 



  

 バックグランドを削除して、強度の規格化を行ったデータファイル(TXT2) 

 

ｄｅｆｏｃｕｓファイル作成 

  

 上記 defocusデータ（TXT2）を登録する。 

   

  同時に複数のファイルを選択 

 

  

 複数の TXT2から１つのｄｅｆｏｃｕｓ近似曲線ファイルふぁ作成される。 

 

 

 

 

ファイルの先頭に指数が配置されている。 



ｄｅｆｏｃｕｓ曲線の確認 

 

測定時指定した指数と一致する DEFOCUS_F.TXT の曲線を表示する 

     {111}                   {200} 

 

 {220} 

 実際に測定されたプロファイルの逆数で補正 



１０５０O材の極点図 

  

  

  

  

 バックグランド測定は適正に行われている事が確認出来ます。 



  

 バックグランド削除とｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う。 

  

  

StandardODF向けファイルを作成 

  

 

 測定データホルダにＯＤＦ向けホルダーを作成し、ホルダーにＯＤＦ向けファイルを作成 



  

  

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析 

 

 

  



ＯＤＦ図の描画 

  

  

 



再計算極点図の描画 

  

   

 

 



逆極点図の描画 

  

   

 

 

 



ＣＴＲパッケージソフトウエアのＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアによる描画 

  

  

 



 ３面標示 

  

 １面表示 

  

 

 



方位解析 

  

 

   

方位」Ｌｉｓｔ表示 

  



Ｆｉｂｅｒ表示 

 α-Fiber 

  

 

 β-Fiber 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



ＣＴＲパッケージソフトウエアによる再計算極点図描画 

  

  

  

 



ＣＴＲパッケージソフトウエアによる逆極点図描画 
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